
 市政に関する地域座談会実施報告書 
 
 
開 催 日 時 令和元年１２月１２日（木）午後７時３０分〜午後９時００分 
会   場 ⾼屋公⺠館 
地域座談会の内容（意見交換等の内容等） 
① 昨年７月に「当町会(⾼屋２−１町会)における市道側溝の整備について」という

ことで陳情書を提出したが、側溝のふたが開けられないため、１０年以上清掃が
できない区間があり、整備をお願いしたい。 

  →順番もあってすぐにとはいかないとは思いますが、なるべく早く整備できる
よう検討いたします。 

 
② グリバーさがえのところにグランドがあって、南部地区の運動会の時にグランド

に行こうとしたら、道が止められていて迂回しなければならなかった。そういう
場合は通れるようにしてほしい。 

  →グリバーさがえは指定管理者が管理運営しているが、話が通じていなかった
のだと思います。今後気をつけます。 

 
③ 少子化で南部小も１クラスになるのではないかと言われているが、地域の人口減

少に対応した宅地開発をして、住宅団地を作ったらよいのではないか。 
  →南部地区にも、都市マスにおいて住宅地整備の構想がある。こうした住宅整

備については⺠間主導の開発を想定しているが、なかなか進まない。状況を
見極め、状況次第では行政の対応も必要とも思っている。 

 
④ クリーンセンターにビニールごみを持っていくと、農業用だと少量でも引き受け

てもらえないが、ある程度の量は処理してもらえないだろうか。そうすれば放置
もなくなると思います。 

  →他の例なども参考にしながら研究していきたい。 
 
⑤ ひだまり公園を管理している者ですが、公園照明灯が錆びていて、イスも３台あ

るが壊れていて危ない。みなみ保育所の子どもたちがよく遊びに来ているので、
けがなどする前に、できれば来春あたりに直していただきたい。建設管理課にも
話しているが、今年は無理だろうと言われている。 

  →わかりました。建設管理課にも聞いてみます。 
（担当課回答） 



公園照明灯は、雪解け後に塗装等の修繕を行ってまいります。また、木製の
椅子 3 基については、本体の腐食もみられることから撤去し新たな椅子の設
置を検討してまいります。 
 

⑥ 陵南中のあたりは宅地化されているのに、インターチェンジから南側はなぜ農振
除外されないのか。住宅団地ができれば、新しい住⺠が増え、地域も活性化され
るのではないか。 

  →つや姫ヴィラージュもあり、優良農地である。農振除外とするには理由が必
要で、まだ埋まっていない住宅団地もあるため、住宅地が不足するなどの状
況が出てこないと難しい。 

 
⑦ 人口減で、学校の再編等、存続について教えてほしい。 
  →教育委員会で、⺠間の人も交えて３年間かけて将来の市立学校のあり方につ

いて検討していく組織を作って検討している。時期がきたら、報告し、意見
を伺う予定である。 

 
⑧ 今年度当初予算で、果樹園芸作物等生産振興対策事業に多額の予算がついている

が、どういうことに使われているのか。 
  →事業への負担金、補助金などで、野菜のハウス新設や、パワーアップ支援、

さくらんぼの作業負担軽減安全確保のため⾼所作業車購入に対する補助金な
どいくつかある。 

 
⑨ さくらんぼ労力確保対策事業とはどのような事業か。労力が確保できない場合は

どんな方法があるのか。 
  →さくらんボーナスと言って、市内のさくらんぼ園地で一定時間を働いた労働

者に対して 5 千円相当の商品券などを贈る事業である。労力が確保できない
場合は、オーナーの方に収穫していただくことによって収穫作業の軽減が図
られるオーナー制度などがある。 

 
⑩ 通称「こいや道路（島落衣線（内回り環状線））」の今後の計画はどのようになっ

ているのか。 
  →マスタープランでも整備することになっているが順番がある。今、ほなみ団

地から陵東中学校までの道路新設整備を行っている。そこが完成したらこの
道路も整備検討の対象となってくる。できるだけ早く整備したいと考えてい
る。 

 



⑪ 紅秀峰を作るとなると、栽培のノウハウは、誰に聞けばいいのか。 
  →農業改良普及所の先生に聞いていただきたい。 
  （後日、担当セクションを紹介しました。） 

 


